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今秋晴れ間
　　多く、紅葉に適

　

紅
葉
の
色
づ
き
具
合
は
、
秋
の
気
温
と
関
係

が
深
く
、
気
温
が
低
い
と
紅
葉
時
期
が
早
ま
り

高
い
と
遅
く
な
る
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
晴

れ
の
日
が
多
い
と
日
照
時
間
が
長
く
、
夜
間
は

放
射
冷
却
で
冷
え
込
む
た
め
、
色
づ
き
が
良
く

な
る
と
い
う
。
今
年
の
秋
は
晴
れ
の
日
が
続
き

紅
葉
は
鮮
や
か
な
と
こ
ろ
が
多
い
と
の
予
報
も

出
て
い
る
よ
う
だ
。

　

今
年
の
11
月
に
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
会

が
行
わ
れ
る
、
茨
城
県
の
大
子
広
域
公
園
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
サ
イ
ト
の
垣
根
の
ド
ウ

ダ
ン
ツ
ツ
ジ
が
色
づ
き
、
緑
の
中
に
紅
い
点
線

が
描
か
れ
て
い
る
。

　

管
理
棟
で
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
イ
ベ
ン
ト
準

備
の
真
っ
最
中
。
柱
と
い
う
柱
が
黒
と
オ
レ
ン

ジ
色
で
装
飾
さ
れ
て
い
た
。

　

紅
葉
・
イ
ベ
ン
ト
・
焚
き
火
・
澄
ん
だ
星
空

旬
の
食
材
な
ど
、
秋
の
キ
ャ
ン
プ
は
楽
し
み
が

一
杯
だ
。

野フェス世代の
　　　 アウトドア雑誌

（
2
面
）

社団法人 日本オート・キャンプ協会は今年創立40周年

日
本
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
父

　
　
　
　
　

岡
本
昌
光
氏
逝
く

大子広域公園大子広域公園

（6面）
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日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興

会
に
よ
る
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
が
発
表
さ
れ
、
ア
ウ
ト
ド

ア
用
品
関
連
で
は
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
メ
ー
カ
ー
の
ト
イ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
＆
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
で
受
賞
し
た
ほ
か

キ
ャ
ン
プ
用
品
で
は
新
富
士

バ
ー
ナ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ギ

ュ
レ
ー
タ
ー
ス
ト
ー
ブ
、
ス

ノ
ー
ピ
ー
ク
・
和
武
器
、
コ

ー
ル
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
フ
ォ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
L
P
ス
ー
バ

ー
ナ
ー
、
ス
テ
ン
レ
ス
チ
ャ

コ
ー
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
、
ア
ウ

ト
ド
ア
キ
ャ
リ
ー
が
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
関
連

で
は
久
々
の
受
賞
と
な
っ
た

ハ
イ
エ
ー
ス
用
の
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
は

車
両
に
備
え
た
発
電
器
と
ソ

ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
発
電
に
よ

ビジネスからファミリーまで
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機
能
に
デ
ザ
イ
ン
を
プ
ラ
ス

　
　
　

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
発
表

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
新
し

い
発
電
装
置
。
こ
れ
ま
で
の

発
電
器
や
車
外
か
ら
の
通
常

系
統
電
力
は
、
い
ず
れ
も
化

石
燃
料
を
基
本
と
す
る
電
源

で
あ
っ
た
が
、
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
シ
ス
テ
ム
の
採
用
に
よ

り
、
化
石
燃
料
を
使
用
す
る

こ
と
な
く
、
エ
ン
ジ
ン
停
止

中
で
も
バ
ッ
テ
リ
ー
に
充
電

が
行
わ
れ
る
。
ボ
デ
ィ
ー
と

一
体
感
の
あ
る
形
状
は
、
こ

れ
ま
で
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
用
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
は

な
い
流
麗
な
デ
ザ
イ
ン
と
な

っ
て
い
る
。
空
力
の
良
い
形

状
は
燃
費
の
向
上
に
役
立
ち

C
O
2
削
減
に
貢
献
で
き
る

と
同
社
で
な
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
グ

ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
は

1
9
9
1
年
の
オ
ー
ト
ル
ッ

ク
フ
ク
シ
マ
「
ネ
オ
ル
ッ

ク
」
以
来
18
年
振
り
。

　

新
富
士
バ
ー
ナ
ー
「
マ
イ

ク
ロ
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
ス
ト

ー
ブ
」
は
、
低
温
で
も
安
定

し
た
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と

で
海
外
で
も
高
い
評
価
を
う

け
た
製
品
。
同
賞
審
査
委
員

は
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
「
低
温
下
で
の
火
力
、
重

量
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
、
耐
衝

撃
性
に
お
け
る
登
山
者
が
シ

ン
グ
ル
ス
ト
ー
ブ
に
対
し
て

抱
い
て
い
た
問
題
点
を
高
次

元
で
改
善
し
、
使
用
感
を
高

め
る
と
と
も
に
、
細
部
ま
で

丁
寧
に
ま
と
め
ら
れ
た
デ
ザ

イ
ン
が
器
具
と
し
て
の
魅
力

を
引
立
て
て
い
る
」。

　

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
「
和
武

器
」
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
も

使
い
や
す
い
よ
う
転
が
り
づ

ら
い
角
形
グ
リ
ッ
プ
に
、
先

端
は
環
境
保
護
に
有
効
な
竹

素
材
を
採
用
し
た
携
帯
箸
。

「
平
ら
な
場
所
が
な
い
と
こ

ろ
で
の
使
用
時
に
転
が
ら
ず

箸
と
し
て
も
操
作
性
の
高
い

角
形
グ
リ
ッ
プ
に
し
て
い
る

点
、
自
然
環
境
保
護
に
有
効

な
竹
の
採
用
な
ど
も
秀
逸
」

と
評
価
委
員
は
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。 

　

コ
ー
ル
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の

フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
「
L
P

ツ
ー
バ
ー
ナ
ー
ス
ト
ー
ブ
」

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

〝
折
り
た
た
め
る
ツ
ー
バ
ー

ナ
ー
〞
と
い
う
全
く
新
し
い

発
想
で
こ
の
春
話
題
に
な
っ

た
製
品
で
「
携
帯
性
に
か
け

て
い
た
2
口
バ
ー
ナ
ー
を
真

ん
中
で
2
つ
に
折
り
た
た
む

こ
と
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
収

納
し
且
つ
、
片
手
で
持
ち
運

べ
る
携
帯
性
も
実
現
し
て
い

る
。
使
い
勝
手
に
優
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
ア
ウ
ト
ド
ア

の
楽
し
さ
を
意
匠
で
表
現
し

て
い
る
点
も
評
価
で
き
る
」

と
、
様
々
角
度
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
た
。

「
女
子
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」

ア
ウ
ト
ド
ア
に
新
分
野
雑
誌

　

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
と
言

わ
れ
た
90
年
代
以
降
、
ア
ウ

ト
ド
ア
雑
誌
の
休
刊
が
相
次

い
だ
が
近
年
、
新
し
い
タ
イ

プ
の
ア
ウ
ト
ド
ア
雑
誌
の
発

刊
が
相
次
い
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア

雑
誌
と
比
較
す
る
と
、
新
刊

雑
誌
の
特
徴
と
し
て
読
者
や

内
容
を
よ
り
絞
り
込
ん
で
い

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ア

ウ
ト
ド
ア
の
中
の
、
女
性
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
も
の
、

ま
た
記
事
の
内
容
を
ア
ウ
ト

ド
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
特
化

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
雑

誌
と
は
一
味
違
う
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

　

今
年
6
月
に
枻
出
版
か
ら

発
行
さ
れ
た
「
ラ
ン
ド
ネ
」

は
国
内
初
の
女
性
専
門
の
ア

ウ
ト
ド
ア
雑
誌
。
創
刊
号
の

特
集
タ
イ
ト
ル
は
「
こ
れ
が

旬
の
ガ
ー
ル
ズ
ア
ウ
ト
ド
ア

こ
の
夏
こ
そ
、
野
外
フ
ェ
ス

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
へ
」
と
い
う

と
て
も
元
気
の
良
い
も
の
。

ラ
ン
ド
ネ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語

で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
少
々
ハ

ー
ド
な
遠
足
の
意
味
で
、
フ

ラ
ン
ス
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
女
性
た
ち
が
日
常
的
に
ラ

ン
ド
ネ
を
楽
し
ん
で
い
る
と

い
う
。

　

副
編
集
長
の
斉
藤
結
子
氏

は
対
象
読
者
に
つ
い
て
「
当

初
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
し

て
は
、
20
代
〜
30
代
を
想
定

し
て
い
た
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド

を
楽
し
む
の
に
年
齢
制
限
は

な
い
の
で
、
外
遊
び
を
楽
し

む
全
て
の
女
性
に
読
ん
で
欲

し
い
」
と
言
う
。
従
来
の
雑

誌
と
の
違
い
は
「
こ
れ
ま
で

の
ア
ウ
ト
ド
ア
雑
誌
で
は
細

か
く
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
、
山
で
の
ス
キ
ン
ケ
ア
や

メ
イ
ク
、
ニ
オ
イ
対
策
、
ト

イ
レ
の
問
題
な
ど
、
女
性
な

ら
で
は
の
悩
み
に
フ
ォ
ー
カ

ス
を
あ
て
た
り
、
機
能
を
兼

ね
備
え
た
う
え
で
よ
り
オ
シ

ャ
レ
に
見
え
る
よ
う
な
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
を
提
案
し
て
い

き
た
い
。〝
興
味
は
あ
る
け

ど
不
安
が
い
っ
ぱ
い
〞
と
い

う
女
子
た
ち
の
背
中
を
そ
っ

と
押
せ
る
よ
う
な
存
在
に
な

れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
学
研
パ
ブ
リ
ッ

シ
ン
グ
か
ら
は
今
年
の
4
月

ア
ウ
ト
ド
ア
雑
誌

「
O
k
u
g
a
i
」
が
発
刊

さ
れ
た
。

　

創
刊
号
で
は
、
海
や
山
な

ど
様
々
な
ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽

し
み
方
の
提
案
の
他
、
ア
メ

リ
カ
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン

ド
が
中
心
だ
っ
た
こ
れ
ま
で

の
情
報
に
対
し
て
、
あ
ま
り

紹
介
さ
れ
て
い
な
い
、
北
欧

の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
を

紹
介
す
る
な
ど
、
従
来
の
ア

ウ
ト
ド
ア
雑
誌
と
の
違
い
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

　

数
々
の
自
動
車
専
門
誌
を

発
行
す
る
三
栄
書
房
か
ら
は

ア
ウ
ト
ド
ア
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
部
分
だ
け
を
特
化
し
た

ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

誌
「
G
O
・
O
U
T
（
ゴ
ー

ア
ウ
ト
）」
が
07
年
に
創
刊

さ
れ
て
お
り
、
男
女
を
問
わ

ず
、
ウ
ェ
ア
か
ら
シ
ュ
ー
ズ

グ
ッ
ズ
、
ウ
ェ
ア
な
ど
様
々

な
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
提
案
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
「
ア
ウ
ト
ド
ア

感
覚
」
が
広
ま
っ
た
の
は
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ウ
ェ
ア
が
普
段

着
と
し
て
広
ま
っ
た
こ
と
の

ほ
か
、
4
・
5
年
前
か
ら
熱

い
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
野

外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
野
フ

ェ
ス
）
が
大
き
な
要
因
で
あ

る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

　

野
フ
ェ
ス
を
機
会
に
キ
ャ

ン
プ
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
の
遊

び
に
加
わ
っ
た
若
い
世
代
を

中
心
と
す
る
、
新
し
い
ア
ウ

ト
ド
ア
世
代
が
、
今
後
の
ア

ウ
ト
ド
ア
界
の
中
心
的
な
存

在
に
な
っ
て
い
く
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

は
な
い
か
。
ほ
か
に
も
90
年

代
に
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
ん
で

い
た
人
達
の
子
ど
も
の
世
代

が
当
時
の
道
具
を
使
っ
て
キ

ャ
ン
プ
を
始
め
た
と
い
う
例

も
あ
る
よ
う
だ
。

　

2
0
1
0
年
モ
デ
ル
は
、

こ
れ
ま
で
の
シ
リ
ー
ズ
に
、

よ
り
広
い
リ
ビ
ン
グ
を
持
つ

モ
デ
ル
を
加
え
て
。
快
適
性

能
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
。
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
向

け
に
は
快
適
を
追
求
す
る
一

方
、
従
来
モ
デ
ル
同
様
の
高

い
機
能
を
持
ち
な
が
ら
シ
ン

プ
ル
な
構
造
に
し
て
、
価
格

も
低
く
抑
え
た
入
門
モ
デ
ル

も
投
入
す
る
な
ど
、
今
後

は
、
よ
り
幅
広
い
ユ
ー
ザ
ー

に
向
け
て
製
品
を
提
供
し
て

い
き
た
い
。

　

09
年
の
テ
ン
ト
を
中
心
と

し
た
販
売
傾
向
は
、
春
の
立

ち
上
が
り
は
今
ひ
と
つ
だ
っ

た
が
、
夏
は
な
ん
と
か
例
年

並
み
の
売
上
げ
と
な
っ
た
。

　

イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
、
日
よ

け
と
し
て
の
タ
ー
プ
な
ど
、

キ
ャ
ン
プ
用
品
が
様
々
な
場

所
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
今
年
は
、
日
照
が

少
な
か
っ
た
た
め
か
、
海
水

浴
な
ど
で
使
わ
れ
る
用
品
の

売
上
げ
が
下
が
っ
た
。

　

1
〜
2
人
用
で
、
収
納
サ

イ
ズ
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
る

タ
イ
プ
の
テ
ン
ト
は
、
こ
こ

数
年
、
野
外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
需
要
で
好
調
だ
っ
た

が
、
今
年
は
そ
の
盛
り
上
が

り
も
落
ち
つ
い
た
よ
う
だ
。

　

一
本
の
ポ
ー
ル
で
立
ち
上

げ
る
テ
ィ
ピ
ー
ス
タ
イ
ル
の

テ
ン
ト
「
ピ
ル
ツ
」
は
、
春

か
ら
か
な
り
反
響
が
あ
り
マ

ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
高
い
宣
伝
効
果
を
上

げ
た
。
人
と
は
ち
ょ
っ
と
違

う
モ
ノ
を
捜
し
て
い
る
コ
ア

な
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
ン
の
他
、

自
由
な
発
想
を
も
っ
て
い
る

若
い
人
た
ち
、
特
に
野
フ
ェ

ス
世
代
に
も
大
き
な
反
響
が

あ
り
、
今
後
の
人
気
も
期
待

で
き
そ
う
だ
。

　

現
在
は
圧
倒
的
に
ド
ー
ム

型
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
が

90
年
代
の
ロ
ッ
ジ
型
テ
ン
ト

の
パ
ー
ツ
の
問
い
合
わ
せ
や

修
理
の
依
頼
が
、
今
年
の
春

か
ら
夏
に
か
け
て
非
常
に
多

か
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
場
で
も

そ
の
時
代
の
テ
ン
ト
を
見
か

け
る
な
ど
90
年
代
の
キ
ャ
ン

パ
ー
が
も
う
一
度
キ
ャ
ン
プ

場
に
帰
っ
て
来
て
い
る
の
で

ガ
ー
ル
ズ
ア
ウ
ト
ド
ア
先
駆
け
「
ラ
ン
ド
ネ
」

0574‒63‒0667

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
＆

シ
ス
テ
ム
（
装
着
状
態
）

マ
イ
ク
ロ
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
ス
ト
ー
ブ

0533‒75‒5000

0120‒111‒957

フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
Ｌ
Ｐ
ツ
ー
バ
ー
ナ
ー

和
武
器

0256‒38‒1110

Ｏ
Ｂ
キ
ャ
ン
パ
ー
の
回
帰

　

小
川
キ
ャ
ン
パ
ル　

社
長　

玉
浦
裕
一
氏

た
ま
う
ら
・
ゆ
う
い
ち　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
常
任
理
事
で
、
大
の
読
書
家
で
も
あ
る
。
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J
A
C
40
周
年
を
さ
さ
え
た
人
々
③

JAC 創立 20 周年記念式典で挨拶する野田会長
（89年 10 月 10 日東京・カザルスホールで）

野田卯一氏
（1903 ～ 1997）JAC
初代会長 元衆議院議員

26
年
間
会
長
務
め
る

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
が
高
度

成
長
期
に
入
っ
た
、
今
か
ら

20
年
前
の
1
9
8
9
年
10
月

10
日
、
東
京
・
駿
河
台
の
カ

ザ
ル
ス
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協

会
（
J
A
C
）
の
創
立
20
周

年
記
念
式
典
の
挨
拶
の
中
で

野
田
卯
一
会
長
は
「
協
会
の

設
立
当
初
は
人
も
お
金
も
な

く
、
た
だ
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

を
日
本
に
普
及
さ
せ
よ
う
、

と
い
う
情
熱
で
ス
タ
ー
ト
し

た
」
と
、
創
立
時
の
厳
し
か

っ
た
状
況
を
述
べ
た
。

　

野
田
氏
は
衆
議
院
議
員
だ

っ
た
1
9
6
9
年
、
J
A
C

創
立
と
同
時
に
初
代
会
長
に

就
任
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
が

長
い
低
迷
期
を
経
て
ブ
ー
ム

と
な
っ
た
95
年
ま
で
の
26
年

間
に
わ
た
っ
て
会
長
を
務
め

多
忙
な
政
務
の
中
で
、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
の
普
及
発
展
に

尽
力
し
た
。

　

同
氏
は
、
1
9
0
3
（
明

治
36
）
年
岐
阜
県
生
ま
れ
、

一
高
・
東
大
を
卒
業
し
て
大

蔵
省
に
入
省
、
官
僚
の
中
の

官
僚
と
言
わ
れ
る
大
蔵
省
の

中
で
も
事
務
方
ト
ッ
プ
、
事

務
次
官
に
ま
で
登
り
つ
め
、

池
田
勇
人
・
福
田
赳
夫
と
と

も
に
〝
大
蔵
省
の
3
田
〞
と

呼
ば
れ
た
ほ
ど
傑
出
し
た
逸

材
で
あ
っ
た
。

　

50
年
政
界
に
入
り
、
79
年

に
政
界
を
引
退
す
る
ま
で
の

29
年
間
に
、
建
設
大
臣
を
は

じ
め
北
海
道
開
発
庁
長
官
、

行
政
管
理
庁
長
官
、
経
済
企

画
庁
長
官
な
ど
の
要
職
を
歴

任
し
、
86
年
に
は
勲
一
等
旭

日
大
綬
章
を
授
章
し
た
。
97

年
1
月
29
年
逝
去
、
93
歳
だ

っ
た
。
J
A
C
の
会
長
を
務

め
た
衆
議
院
議
員
・
野
田
聖

子
氏
は
孫
。

　

野
田
卯
一
氏
が
69
年
の

J
A
C
創
立
と
と
も
に
会
長

に
就
任
し
た
経
緯
に
つ
い

て
、
自
ら
も
創
立
時
の
理
事

の
ほ
か
顧
問
・
参
与
を
務

め
、
J
A
C
の
資
金
面
の
う

し
ろ
だ
て
と
な
っ
た
日
本
自

動
車
工
業
会
の
元
常
任
理
事

兼
事
務
局
長
の
桜
井
淑
雄
氏

は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

た
。

　
「
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年

代
、
自
動
車
業
界
は
資
本
自

由
化
を
控
え
た
非
常
に
厳
し

か
っ
た
時
期
に
、
野
田
先
生

に
は
メ
ー
カ
ー
や
販
売
団
体

の
顧
問
に
就
任
し
て
い
た
だ

き
、
指
導
や
助
言
を
い
た
だ

く
な
ど
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
方
で
す
。
そ
ん
な
関
係
か

ら
協
会
の
会
長
に
も
ご
就
任

を
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
」

（
本
紙
97
年
2
月
号
）。

　

高
い
識
見
と

　

国
際
的
視
野

　

60
年
代
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
は
欧
米
で
は
す
で
に
半
世

紀
近
い
歴
史
が
あ
り
幅
広
い

世
代
に
普
及
し
て
い
た
が
、

わ
が
国
で
は
ま
だ
社
会
的
に

広
く
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、

活
動
の
受
け
皿
と
な
る
近
代

的
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
も
全

国
に
芦
ノ
湖
国
際
モ
ビ
レ
ー

ジ
が
1
カ
所
の
み
と
い
う
黎

明
期
に
あ
っ
た
。

　

J
A
C
も
公
益
法
人
と
し

て
発
足
し
た
も
の
の
脆
弱
な

組
織
と
乏
し
い
財
政
事
情
で

あ
っ
た
が
、
大
蔵
省
出
身
の

卓
越
し
た
キ
ャ
リ
ア
と
政
治

家
と
し
て
の
高
い
識
見
、
そ

れ
に
広
い
国
際
的
視
野
を
兼

ね
備
え
た
野
田
氏
は
、
J
A 

C
ト
ッ
プ
と
し
て
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
の
啓
発
・
普
及
活
動

の
推
進
に
大
所
高
所
か
ら
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
う

な
ど
指
導
力
を
発
揮
し
た
。

　

発
足
2
年
目
の
70
年
か
ら

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
シ
ョ
ー
を

翌
71
年
か
ら
は
全
日
本
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
大
会
を
普
及
事

業
の
柱
に
す
え
、
毎
年
開
催

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

う
ち
全
日
本
大
会
に
は
野
田

会
長
は
毎
回
出
席
し
、
大
会

の
意
義
と
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

の
未
来
を
協
調
す
る
と
と
も

に
参
加
キ
ャ
ン
パ
ー
や
地
元

の
人
々
と
も
気
さ
く
に
話
し

か
け
交
流
し
た
姿
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

　

世
界
大
会
で

　

も
高
い
人
気

　

ま
た
83
年
（
大
野
路
キ
ャ

ン
プ
場
・
マ
イ
ア
ミ
キ
ャ
ン

プ
場
）
と
94
年
（
石
見
海
浜

公
園
）
の
2
度
に
わ
た
っ
て

日
本
で
F
I
C
C
ラ
リ
ー
・

世
界
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
大
会

を
開
催
し
、
国
際
交
流
と
親

善
、
日
本
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
の
海
外
P
R
を
図
っ
た
。

　

特
に
海
外
か
ら
5
0
0
人

が
参
加
し
た
83
年
の
第
44
回

大
会
に
は
岸
信
介
元
首
相
、

94
年
の
第
55
回
大
会
に
は
秋

篠
宮
ご
夫
妻
が
そ
れ
ぞ
れ
開

会
式
に
出
席
さ
れ
た
こ
と
は

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
普
及
発

展
と
社
会
的
地
位
の
向
上
に

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。

　

野
田
会
長
は
政
界
を
引
退

し
た
あ
と
の
80
年
か
ら
90
年

に
か
け
て
海
外
で
開
催
の

F
I
C
C
ラ
リ
ー
に
9
回
参

加
し
、
各
国
の
協
会
幹
部
と

親
好
を
深
め
た
。
初
め
て
参

加
し
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
大
会

で
は
、
泊
ま
っ
て
い
た
テ
ン

ト
が
夜
半
に
突
風
で
飛
ば
さ

れ
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト

も
あ
っ
た
（
岡
本
昌
光
著

「
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
夜

話
」）。

　

F
I
C
C
ラ
リ
ー
に
詳
し

い
明
瀬
一
裕
氏
（
J
A
C
常

任
理
事
）
は
「
野
田
会
長
は

F
I
C
C
の
中
で
も
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
と
特
別
な
重
み

を
持
っ
た
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

で
各
国
の
キ
ャ
ン
パ
ー
の
間

で
も
高
い
人
気
が
あ
っ
た
」

と
語
る
。

　

日
本
は
93
年
フ
ラ
ン
ス
・

ア
ル
ザ
ス
で
開
催
の
F
I
C 

C
総
会
で
初
め
て
理
事
国
に

当
選
、
明
瀬
一
裕
氏
が
05
年

ま
で
の
4
期
12
年
間
理
事
を

務
め
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の

国
際
舞
台
で
発
言
権
を
得
る

と
と
も
に
、
海
外
の
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
情
報
収
集
に
成
果

を
上
げ
た
。

　

72
年
に
F
I
C
C
に
加
盟

し
て
以
来
、
21
年
目
に
し
て

念
願
の
F
I
C
C
理
事
国
入

り
の
夢
を
実
現
し
た
が
、
そ

の
背
景
に
は
F
I
C
C
ラ
リ

ー
に
意
欲
的
に
参
加
し
、
各

国
役
員
と
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
交

流
を
行
っ
た
野
田
会
長
の
存

在
が
大
き
か
っ
た
。

　

J
A
C
発
足
以
来
26
年
間

専
務
理
事
と
し
て
会
長
を
補

佐
し
て
き
た
岡
本
昌
光
氏
は

「
小
さ
な
組
織
の
協
会
が
、

世
界
大
会
の
よ
う
な
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
を
2
度
も
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
野
田

先
生
の
お
陰
で
す
。
も
し
先

生
が
い
な
か
っ
た
ら
い
ま
の

J
A
C
も
、
い
ま
の
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
も
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
」
と
語
る
。

　

と
こ
ろ
で
野
田
会
長
は
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
普
及
啓
発

時
代
か
ら
高
度
成
長
期
ま
で

関
わ
っ
て
き
た
が
、
か
つ
て

本
紙
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
魅
力
を

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
野
外
で
新
鮮
な
空
気
を

吸
っ
て
伸
び
伸
び
し
た
開
放

感
を
味
わ
い
、
自
然
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

人
と
人
と
の
心
が
う
ち
解
け

た
オ
ー
プ
ン
な
気
持
ち
で
キ

ャ
ン
パ
ー
同
士
が
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
、
何
と
も
言
え

な
い
心
の
弾
み
の
よ
う
な
も

の
を
感
じ
ま
す
」。

　

こ
の
言
葉
か
ら
も
J
A
C

会
長
と
し
て
の
公
的
な
立
場

と
は
別
に
、
野
田
卯
一
氏
個

人
と
し
て
も
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
楽
し

ま
れ
て
い
た
心
情
が
う
か
が

え
る
。 

（
T
）

オートキャンプの黎明
期から高度成長を達成
強力な指導力と存在感示す

83 年 5 月、日本で初めて開催の FICC ラリー開
会式で挨拶する野田会長（大野路ファミリーキ
ャンプ場で）

第 50 回 FICC ラリーに日本から参加したキャ
ンパー。右から 5人目が野田会長（89 年 5 月
オートストリア・ウィーンで）
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普
段
、
電
化
製
品
な
ど
を

使
わ
ず
に
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し

ん
で
い
る
の
で
す
が
、
そ
の

時
は
、
電
源
付
き
サ
イ
ト
が

安
か
っ
た
の
で
、
い
つ
も
と

違
う
キ
ャ
ン
プ
に
挑
戦
。
家

に
あ
っ
た
ミ
ニ
冷
蔵
庫
と
野

外
用
の
ラ
イ
ト
を
持
っ
て
行

き
ま
し
た
。

　

テ
ン
ト
の
入
り
口
脇
に
、

冷
蔵
庫
を
置
き
、
駐
車
し
て

あ
る
車
の
上
に
ラ
イ
ト
を
お

き
ま
し
た
。

　

近
く
の
温
泉
に
出
か
け
よ

う
と
車
を
発
進
さ
せ
た
途
端

〝
ガ
シ
ャ
ー
ン
〞。
普
段
と

違
う
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル
だ

っ
た
の
で
、
車
の
上
に
ラ
イ

ト
を
置
い
て
い
た
の
を
す
っ

か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
幸

い
ラ
イ
ト
は
壊
れ
て
お
ら
ず

ひ
と
安
心
。

　

そ
の
夜
テ
ン
ト
の
中
で
は

冷
蔵
庫
の
〝
ブ
〜
〜
〞
と
い

う
音
が
気
に
な
り
、
少
し
の

間
寝
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

い
つ
も
と
違
う
ス
タ
イ
ル

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
結
構
楽
し
い
キ
ャ

ン
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
ス
タ

イ
ル
を
経
験
し
て
上
級
キ
ャ

ン
パ
ー
を
目
指
す
ぞ
！
。

 

（
兵
庫
県
・
中
村
眞
由
美
）

◆

　

編
／
こ
の
前
お
会
い
し
た

キ
ャ
ン
パ
ー
は
、
キ
ャ
ン
プ

道
具
全
て
電
気
製
品
で
、
な

ん
と
バ
ー
ナ
ー
も
電
磁
調
理

器
を
使
っ
て
い
ま
し
た
！
。

　

い
つ
も
と
違
う
道
具
を
持

っ
て
行
く
の
と
反
対
に
、
道

具
を
少
な
く
し
て
、
自
分
で

工
夫
し
て
過
ご
す
キ
ャ
ン
プ

な
ん
て
い
う
の
も
面
白
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ン
プ

を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

〝
ガ
シ
ャ
ー
ン
〞

積
載
注
意

読 者
投 稿

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
に
ま
つ
わ
る
投
稿
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
て
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
苦

い
経
験
、
ご
意
見
、
ご
提
案
、
用
品
な
ど
の
売
り
た
し
買
い

た
し
、
な
ど
な
ど
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
か
郵
便
で

左
記
宛
て
に
お
送
り
下
さ
い
。
採
用
さ
れ
た
方
に
は
岩
手
県

木
炭
協
会
よ
り
、
着
火
し
や
す
く
、
火
持
ち
が
良
い
な
ど
、

投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
調
理
に
ぴ
っ
た
り
の
「
岩
手
切
炭
」
3
㎏
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
〒
1
6
0
・

0
0
0
8
東
京
都
新
宿
区
三
栄
町
12
清
重
ビ
ル
2
F
（
社
）
日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会

投
稿
係
。
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
＝ja

c
＠
a
u
to
c
a
m
p
.o
r.jp

　

昔
オ
ー
ト
バ
イ
で
キ
ャ
ン

プ
を
し
て
い
た
若
か
り
し
頃

テ
ン
ト
を
積
ん
で
あ
ち
こ
ち

に
キ
ャ
ン
プ
に
い
っ
て
い
ま

し
た
。

　

バ
イ
ク
の
荷
物
は
、
荷
台

に
ゴ
ム
ネ
ッ
ト
で
固
定
し
て

い
た
の
で
す
が
、
交
差
点
で

曲
が
っ
た
途
端
、
そ
れ
ま
で

ミ
ラ
ー
に
映
っ
て
い
た
荷
物

が
消
え
て
い
ま
し
た
。

　

慌
て
て
バ
イ
ク
を
路
肩
に

寄
せ
て
確
認
す
る
と
、
幸
い

荷
物
は
落
ち
ず
に
ネ
ッ
ト
に

引
っ
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
荷
物
が
落
ち
な
か
っ

た
の
は
ネ
ッ
ト
の
お
陰
だ
け

で
な
く
、そ
の
下
に
マ
フ
ラ
ー

が
あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。

　

マ
フ
ラ
ー
は
走
っ
て
い
る

時
は
さ
わ
れ
な
い
く
ら
い
熱

く
な
り
ま
す
。

　

慌
て
て
荷
物
を
ネ
ッ
ト
か

ら
外
し
テ
ン
ト
を
見
る
と
、

テ
ン
ト
の
袋
は
熱
で
溶
け
て

穴
が
ポ
ッ
カ
リ
。
袋
を
あ
け

て
み
る
と
不
幸
中
の
幸
い
で

本
体
に
は
小
さ
な
穴
が
空
い

た
だ
け
で
済
み
ま
し
た
。

　

そ
の
ま
ま
仲
間
と
集
合
し

キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
し
た
が

話
題
は
穴
の
空
い
た
テ
ン
ト

一
色
だ
っ
た
の
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
ル
キ
メ
デ
ス
が
言
っ
た

と
い
う
「
わ
か
っ
た
！
」
と

い
う
名
の
テ
ン
ト
は
、
穴

は
修
理
し
た
後
も
、
あ
っ
ち

こ
っ
ち
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
活

躍
し
ま
し
た
。

 

（
静
岡
県
・
清
水
宏
一
）

◆

　

編
／
キ
ャ
ン
プ
道
具
の

傷
っ
て
結
構
思
い
出
に
残
り

ま
す
よ
ね
。
こ
の
鍋
の
黒
い

の
は
、
あ
の
キ
ャ
ン
プ
場
で

焦
が
し
た
跡
、
と
か
、
テ
ン

ト
の
シ
ミ
は
、
こ
の
キ
ャ
ン

プ
場
の
あ
の
木
の
下
で
つ
い

た
シ
ミ
だ
と
か
。

　

そ
の
時
は
少
し
シ
ョ
ッ
ク

で
も
、
使
い
続
け
て
い
く
と

そ
う
し
た
傷
や
汚
れ
に
思
い

出
が
染
み
こ
ん
で
、
道
具
へ

の
愛
着
に
な
っ
て
行
く
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

〝
ポ
ッ
カ
リ
〞

　

バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
を
バ

ッ
ク
に
4
頭
の
馬
に
引
か
れ

て
い
る
の
は
、
現
存
す
る
世

界
最
古
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
「
ワ
ン
ダ
ラ
ー
」。

　

07
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
世
界

で
最
初
に
設
立
さ
れ
た
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
ク
ラ
ブ
「
ザ
・
キ

ャ
ラ
バ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
創
立

1
0
0
周
年
を
記
念
し
て
行

わ
れ
た
園
遊
会
の
模
様
で
、

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
の
う
ち
7
5
0
0

人
が
招
待
さ
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
最
古
の
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
の
他
に
も
2
台
の
キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
展
示
さ

れ
、
そ
の
う
ち
1
台
は
ア
ン

王
女
所
有
の
1
9
5
5
年
に

贈
ら
れ
た
も
の
で
、
も
う
1

台
は
未
来
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
「
カ

ー
ゴ
S
」。
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

公
は
1
9
5
2
年
か
ら
同
ク

ラ
ブ
の
後
援
を
し
て
い
る
と

い
う
。

　

ワ
ン
ダ
ラ
ー
は
、
1
8
8 

4
年
、
ザ
キ
ャ
ラ
バ
ン
ク
ラ

ブ
の
創
設
者
で
も
あ
る
ゴ
ー

ド
ン
ス
テ
ー
ブ
ル
ス
に
よ
っ

て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
通
常

は
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
リ
ス
ト
ル

市
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て

い
る
。
ド
イ
ツ
語
で
「
放
浪

者
」
を
意
味
す
る
ワ
ン
ダ
ラ

ー
の
価
格
は
、
3
0
0
ポ
ン

ド
。
馬
車
の
内
部
は
ビ
ク
ト

リ
ア
朝
様
式
の
客
間
の
よ
う

に
豪
華
な
も
の
だ
と
い
う
。

　

同
氏
は
こ
れ
を
2
頭
の
馬

で
け
ん
引
し
、
英
国
内
を
旅

行
し
、
そ
の
距
離
は
2
0
8 

0
㎞
に
達
し
た
。
同
氏
は
旅

行
記
の
中
で
こ
う
述
べ
て
い

る
。「
私
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
旅

行
で
得
ら
れ
る
健
康
と
喜
び

が
い
か
に
大
き
い
か
を
確
信

し
た
。
だ
か
ら
私
は
ジ
ェ
ン

ト
ル
マ
ン
・
ジ
プ
シ
ー
ク
ラ

ブ
を
設
立
す
る
こ
と
を
構
想

し
て
い
る
」。

　

そ
の
後
1
9
0
7
年
に
ザ

・
キ
ャ
ラ
バ
ン
ク
ラ
ブ
を
創

設
。
現
在
、
同
ク
ラ
ブ
は
会

員
数
30
万
人
を
誇
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
最
大
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

ク
ラ
ブ
と
し
て
現
代
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
。

　

ワ
ン
ダ
ラ
ー
が
造
ら
れ
た

19
世
紀
は
、
産
業
革
命
が
起

き
、
そ
れ
に
と
も
な
い
生
ま

れ
た
の
が
キ
ャ
ン
プ
を
含
め

た
「
レ
ジ
ャ
ー
」
が
起
こ
っ

た
時
期
で
も
あ
る
。

　

国
内
に
目
を
移
せ
ば

1
8
8
4
（
明
治
14
）
年
は

「
鹿
鳴
館
時
代
」
の
始
ま

り
。
1
8
8
0
年
に
岡
山
県

倉
敷
市
の
沙
美
海
岸
に
療
養

施
設
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
が

海
水
浴
の
発
祥
と
も
さ
れ
る

が
、
ま
だ
レ
ジ
ャ
ー
に
な
る

の
は
先
の
話
。
日
本
で
「
レ

ジ
ャ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
紹

介
さ
れ
る
の
は
高
度
経
済
成

長
期
の
1
9
6
0
年
代
で
、

国
内
の
キ
ャ
ン
プ
の
始
ま
り

の
時
期
で
も
あ
る
。

　

そ
の
歴
史
の
古
さ
は
西
欧

と
は
違
う
も
の
の
、
一
〇
〇

年
の
歴
史
を
持
つ
ク
ラ
ブ
の

元
と
な
っ
た
ゴ
ー
ド
ン
ス
テ

ー
ブ
ル
ス
の
言
葉
は
、
現
在

国
内
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い

る
人
は
誰
で
も
実
感
し
て
い

る
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
得
ら

れ
る
健
康
と
喜
び
が
い
か
に

大
き
い
か
を
確
信
し
た
」。

温 故 知 新

バッキンガム宮殿に
最古のキャラバン走る

ユニバーサル
　　　大会開く

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

I
F
C
C
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
が
毎
年
開

催
し
て
い
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
キ
ャ
ン
プ
大
会
」
が
9
月

19
日
〜
21
日
、
伊
豆
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
パ
ー
ク
で
開
催
さ

れ
た
。

　

老
若
男
女
・
障
害
の
有
無

を
問
わ
ず
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
誰
で
も
楽
し
め

る
キ
ャ
ン
プ
大
会
で
、
15
家

族
39
人
が
参
加
。
3
日
間
天

候
に
恵
ま
れ
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
て
雰
囲
気
の
中
で
キ

ャ
ン
プ
を
楽
し
ん
だ
。

　

開
会
式
で
は
1
人
ず
つ
壇

上
に
上
が
っ
て
自
己
紹
介
。

そ
の
後
ス
テ
ー
ジ
で
は
参
加

者
の
子
ど
も
達
に
よ
る
楽
器

演
奏
が
行
わ
れ
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
開
会
式
に
。

　

割
り
箸
鉄
砲
や
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
の
試

食
会
、
自
然
観
察
会
キ
ャ
ン

ド
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
様
々

な
催
し
が
行
わ
れ
た
。

　

参
加
者
の
1
人
は
「
初
め

て
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
の
が
こ

の
大
会
だ
っ
た
の
で
、
ま
た

参
加
で
き
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
」
と
話
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
H
P
・h

ttp

://h
o
m
e
p
a
g
e
2
.n

ifty
.c
o
m
/ifc
c
/
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観
光
地
域
経
営
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
座
長
・
桜
本
光
慶
応
義

塾
大
学
教
授
）
が
、
未
取
得

有
給
休
暇
完
全
取
得
の
経
済

効
果
に
関
す
る
試
算
結
果
を

発
表
し
た
。

　

日
本
の
労
働
者
が
未
取
得

年
次
有
給
休
暇
、
約
4
億
3 

0
0
0
万
日
を
完
全
取
得
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
約
16
兆
円

の
経
済
波
及
効
果
を
得
ら
れ

約
1
8
8
万
人
の
雇
用
創
出

が
可
能
に
な
る
と
い
う
。

　

試
算
結
果
と
し
て
余
暇
消

費
支
出
額
の
増
加
雇
用
増
に

よ
る
消
費
支
出
増
加
な
ど
を

合
算
す
る
と
約
15
兆
6
3
0 

0
億
円
の
経
済
効
果
が
あ
り

8つの力で
サポートします。

●A判・B判オフ輪印刷
●DTP・CTP
●ホームページ、CD-ROM制作
●デザイン・編集

文唱堂印刷株式会社
〒101-0025東京都千代田区神田佐久間町3-37  
TEL.03-3851-0111（代表）URL:http://www.b-p.co.jp/bunshodo/

取締役社長　橋本唱市

●商業印刷
●書籍・出版物印刷
●日刊紙・週刊誌印刷
●製本・発送

代表取締役社長 橋本唱市

３アイテムが
　グッドデザイン賞を受賞
　日本産業デザイン振興会が主催の「グッドデザインアワ
ード2009」においてコールマンの３つのアイテムが
2009年度グッドデザイン賞を受賞しました。
　受賞したのはアウトドアキャリー（写真左・12,600円・
税込）、フォールディングＬＰツーバーナーストーブ（写真
中央・18,900円・税込）、ステンレスチャコールヒーター（写
真右・9,450円・税込）３製品。
　それぞれ、使いやすさとすぐれたデザインが評価され、
今回の受賞となりました。

経
済
活
性
化
に
よ
る
新
規
雇

用
創
出
と
、
休
暇
の
増
加
に

よ
る
代
替
え
雇
用
の
創
出
を

合
算
す
る
と
約
1
8
7
万
5 

0
0
0
人
の
雇
用
が
創
出
さ

れ
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
有
給
休
暇
完
全
所
得

の
た
め
の
提
言
と
し
て
の　

①
休
暇
法
制
の
見
直
し
②
計

画
年
休
制
度
の
活
用
促
進
③

サ
ー
ビ
ス
経
済
下
の
休
暇
受

け
皿
づ
く
り
の
3
点
を
上
げ

て
い
る
。

　

休
暇
法
制
の
見
直
し
で

は
、
労
働
基
準
法
で
の
連
続

休
暇
の
付
与
を
あ
げ
て
お

り
、
全
従
業
員
が
同
じ
時
期

に
連
続
休
暇
を
と
る
こ
と
は

現
実
的
で
は
な
い
の
で
、
連

続
休
暇
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

で
休
暇
取
得
の
時
期
は
分
散

さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

受
け
皿
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
公
的
機
関
が
運
営
す
る

博
物
館
、
美
術
館
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
施
設
は
平
日
に
休
業

日
を
設
け
る
こ
と
が
多
い

が
、
平
日
利
用
に
対
応
し
て

年
中
無
休
化
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。
さ
ら
に
国
民
の
休
暇

取
得
に
対
応
し
、
廉
価
で
滞

在
型
の
休
暇
を
楽
し
め
る
環

境
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
す

る
こ
と
も
不
可
欠
の
課
題
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

　

提
言
の
中
で
は
過
去
に
フ

ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
た
バ
カ
ン

ス
法
に
も
触
れ
て
い
る
。

1
9
3
6
年
、
フ
ラ
ン
ス
の

レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
内
閣
は
、

大
恐
慌
後
の
長
引
く
不
況
に

対
し
て
「
も
っ
と
働
く
こ

と
」
で
は
な
く
「
も
っ
と
休

む
こ
と
」
で
立
ち
向
か
う
こ

と
を
決
断
。
全
労
働
者
に
年

2
週
間
の
有
給
休
暇
を
保
証

す
る
「
マ
テ
ィ
ニ
オ
ン
法
」

（
通
称
「
バ
カ
ン
ス
法
」）

を
制
定
。
そ
の
結
果
フ
ラ
ン

ス
で
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
大

き
く
成
長
し
、
内
需
主
導
型

経
済
に
脱
皮
を
果
た
す
と
共

に
雇
用
も
拡
大
、
フ
ラ
ン
ス

経
済
の
回
復
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
と
い
う
。

　

休
暇
と
い
う
言
葉
に
つ
い

て
、
日
本
人
の
中
に
は
「
休

暇
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
て

マ
イ
ナ
ス
の
印
象
を
持
つ
人

が
い
る
が
、
休
む
こ
と
は
暇

を
作
る
こ
と
で
は
な
い
し
怠

け
る
こ
と
で
も
な
い
。
休
暇

を
活
か
す
「
休
活
」
は
、

個
々
人
の
創
造
力
や
可
能
性

を
高
め
、
経
済
、
地
域
、
企

業
を
活
性
化
す
る
大
き
な
力

を
も
っ
て
い
る
。「
休
活
」

は
、
活
力
あ
る
国
民
を
作

り
、
活
力
あ
る
日
本
を
つ
く

る
。
第
一
章
は
こ
の
よ
う
に

結
ば
れ
て
い
る
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
全
文
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。h

ttp
://k
a
n

k
o
-fo
ru
m
.n
e
t

。

　

事
務
局
・
日
本
生
産
性
本

部
・
余
暇
総
研
内
03
・
3 

4
0
9
・
1
1
2
5

　
「
休
暇
」
か
ら
「
休
活
」
へ

　

有
給
休
暇
の
活
用
に
よ
る
内
需
拡
大
・
雇
用
創
出

　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
（
J
A
C
）
の
草
創
期

を
支
え
た
O
B
の
集
ま
り
が

10
月
10
日
、
紅
茶
専
門
店
モ

ヒ
ー
ニ
で
行
わ
れ
た
。

　

高
橋
邦
夫
・
幸
子
夫
妻
、

す
べ
て
が
楽
し
か
っ
た

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
草
創
期
を
語
る

松
浦
滋
男
・
圭
子
夫
妻
、
金

澤
寛
太
郎
氏
、
遠
藤
繁
市

氏
、
竹
本
孜
氏
の
7
名
が
参

加
。

　

当
時
小
学
生
だ
っ
た
子
が

ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
た
い
と
泣

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の

理
由
が
「
貧
乏
だ
か
ら
キ
ャ

ン
プ
に
行
っ
て
い
る
」
と
学

校
で
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ

と
い
う
こ
と
を
、
最
近
に
な

っ
て
息
子
か
ら
こ
の
話
を
き

い
た
と
い
う
高
橋
夫
妻
。

　

誰
も
が
企
業
戦
士
と
し
て

忙
し
か
っ
た
当
時
。
何
と
か

時
間
を
作
り
、
活
動
を
し
て

い
た
が
ど
れ
も
楽
し
い
思
い

出
ば
か
り
だ
っ
た
と
い
う
。

　

10
月
12
日
の
体
育
の
日
、

台
風
一
過
の
秋
晴
れ
の
空
の

下
で
新
宿
区
と
新
宿
区
生
涯

学
習
財
団
の
主
催
で
新
宿
コ

新
宿
ス
ポ
レ
ク
で

親
子
キ
ャ
ン
プ
教
室

ズ
ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
中
心

会
場
と
し
て
「
新
宿
ス
ポ
レ

ク
2
0
0
9
」
が
開
催
さ
れ

た
。

　

こ
の
事
業
は
区
民
を
主
な

対
象
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
、
日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ

ン
プ
協
会
で
は
、
主
催
者
か

ら
の
依
頼
を
受
け
「
親
子
の

た
め
の
キ
ャ
ン
プ
教
室
（
テ

ン
ト
設
営
体
験
）」
を
「
新

宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
戸

山
公
園
内
）」
前
の
や
く
ど

う
の
広
場
で
実
施
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
教
室
で
は
、
小

川
キ
ャ
ン
パ
ル
の
協
力
に
よ

り
、
テ
ン
ト
4
張
と
キ
ャ
ン

プ
用
具
等
が
展
示
さ
れ
、
公

認
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
指
導
者

の
新
田
清
喜
、
平
野
芳
信
の

両
氏
に
玉
浦
裕
一
J
A
C
常

任
理
事
ら
が
指
導
に
当
た
り

テ
ン
ト
設
営
が
容
易
に
で
き

る
よ
う
、
す
で
に
張
ら
れ
た

テ
ン
ト
を
撤
収
し
て
か
ら
設

営
す
る
形
で
行
わ
れ
、
5
組

の
家
族
の
設
営
体
験
の
他
に

訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
テ
ン
ト

や
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
質
問

に
応
え
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

を
P
R
し
た
。

　

岡
本
昌
光
氏
（
お
か
も
と

ま
さ
み
つ
）。
元
日
本
オ
ー

ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会

（
J
A
C
）
専
務
理
事
・
副

会
長
・
顧
問
。
病
気
療
養
中

の
と
こ
ろ
10
月
11
日
午
前
1

時
19
分
入
院
先
の
神
奈
川
県

三
浦
市
岬
陽
町
の
三
浦
市
立

病
院
に
て
死
去
。
78
歳
。

　

通
夜
、
葬
儀
は
故
人
の
遺

志
に
よ
り
行
わ
れ
ず
近
親
者

の
み
で
密
葬
に
て
執
り
行
わ

れ
北
海
道
上
川
郡
東
神
楽
町

の
法
含
寺
に
納
骨
さ
れ
た
。

　

岡
本
氏
は
北
海
道
出
身
で

北
海
道
拓
殖
銀
行
を
退
行
し

1
9
6
9
（
昭
和
44
）
年
の

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協

会
創
立
時
よ
り
26
年
間
に
わ

た
り
同
協
会
専
務
理
事
を
務

め
、
1
9
9
5
年
よ
り
副
会

長
に
就
任
。
1
9
9
7
年
に

退
任
し
た
後
、
2
0
0
7
年

に
同
協
会
顧
問
に
就
任
し
て

い
た
。

　

1
9
7
0
年
に
始
ま
っ
た

キ
ャ
ン
プ
シ
ョ
ー
を
は
じ
め

キ
ャ
ン
プ
大
会
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
星
マ
ー
ク
制
度
、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
白
書
の
発
行
な

ど
、
現
在
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
を
形
作
り
、
今
日
の
J
A 

C
の
中
心
と
な
る
活
動
を
築

き
あ
げ
た
。
日
本
の
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
黎
明
期
か
ら
発
展

期
に
至
る
ま
で
、
我
が
国
の

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
普
及
・

発
展
に
最
大
の
力
を
尽
く
し

た
功
労
者
で
あ
る
。

◆

　

J
A
C
会
長
・
長
谷
川
純

三
氏
「
我
が
国
の
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
の
先
駆
者
、
岡
本
昌

光
氏
の
訃
報
に
接
し
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

日
本
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
日

本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会

の
創
設
者
で
あ
っ
た
岡
本
氏

逝
去
の
報
を
受
け
、
協
会
創

設
当
時
か
ら
の
同
志
、
会
員

の
方
々
は
言
う
ま
で
も
な
く

関
係
各
位
の
驚
き
と
悲
し
み

は
ひ
と
し
お
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

岡
本
氏
は
名
実
と
も
に
我

が
国
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の

生
み
の
親
で
あ
り
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
発
展
に
生
涯
を
捧

げ
ら
れ
た
偉
大
な
指
導
者
で

し
た
。
今
年
奇
し
く
も
協
会

創
立
40
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

40
年
を
紐
解
く
時
、
故
人

の
言
葉
に
絶
す
る
苦
労
と
国

内
外
で
の
活
躍
が
如
何
に
大

き
か
っ
た
か
を
痛
感
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
こ
に
会
員
一
同
、
岡
本

氏
が
生
涯
を
か
け
て
築
き
あ

げ
て
こ
ら
れ
た
功
績
を
称
え

る
と
と
も
に
、
氏
の
意
志
を

体
し
、
我
が
国
の
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
と
日
本
オ
ー
ト
・
キ

ャ
ン
プ
協
会
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と

を
誓
い
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。」

◆

　

岡
本
氏
と
親
交
の
あ
っ
た

日
刊
自
動
車
新
聞
社
の
主
筆

・
専
務
取
締
役
の
佃
義
夫
氏

は
追
悼
記
事
の
中
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。「
日
本

の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
普
及
と

発
展
に
情
熱
を
捧
げ
た
岡
本

昌
光
氏
は
、
ま
さ
に
日
本
の

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
父
と
言

え
よ
う
。（
中
略
）

　

そ
の
カ
リ
ス
マ
性
と
や
ん

ち
ゃ
な
人
柄
は
、
多
く
の
人

か
ら
独
自
の
魅
力
を
示
し
業

種
を
超
え
て
岡
本
氏
の
下
に

集
ま
っ
た
」（
日
刊
自
動
車

新
聞
10
月
14
日
よ
り
転
載
）

岡
本
昌
光
氏
逝
去
日
本
オ
ー
ト
・

　

キ
ャ
ン
プ
協
会
顧
問

訃　報

91 年のキャンパー表彰式
で挨拶する岡本氏

同
会
長「
わ
が
国
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
生
み
の
親
」
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R
V
ラ
ン
ド
代
表　

阿
部
和
麿

第35回

C
a
m
p
in
g
C
a
r
C
ritiq
u
e

キ

ャ

ン

ピ

ン

グ

カ

ー

ク

リ

テ

ィ

ー

ク

　

結
局
、
就
寝
定
員
と
い
う

の
は
あ
く
ま
で
も
〝
目
安
〞

に
し
か
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
ベ
ッ
ド
を
広
く
感
じ

る
か
、
狭
く
感
じ
る
か
は
、

そ
の
ユ
ー
ザ
ー
の
身
長
や
体

型
に
よ
っ
て
も
大
き
く
異
な

る
。
大
人
用
の
就
寝
ス
ペ
ー

ス
を
満
た
し
て
い
な
く
て
も

小
柄
の
人
な
ら
十
分
に
寝
ら

れ
る
ベ
ッ
ド
も
あ
る
。
こ
れ

だ
け
は
現
車
を
見
て
、
実
際

に
ベ
ッ
ド
に
寝
て
み
な
く
て

は
分
か
ら
な
い
。

　

そ
れ
よ
り
も
重
要
な
こ
と

は
、
す
べ
て
の
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
が
、
最
初
か
ら
フ
ル

フ
ラ
ッ
ト
な
ベ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
を
持
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
こ
と
だ
。
大
き
な
輸
入

車
や
大
型
バ
ス
コ
ン
、
キ
ャ

ブ
コ
ン
に
な
れ
ば
常
設
ベ
ッ

ド
を
持
っ
て
い
る
も
の
も
多

い
が
、
小
型
の
キ
ャ
ブ
コ
ン

バ
ン
コ
ン
と
も
な
れ
ば
、
ベ

ッ
ド
と
シ
ー
ト
を
兼
用
す
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
と
な
る
。

そ
の
場
合
は
、
ど
う
し
て
も

シ
ー
ト
を
倒
し
た
り
、
マ
ッ

ト
を
埋
め
込
ん
だ
り
し
て
、

ベ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
を
作
ら
ね

ば
な
ら
な
く
な
る
。

　

次
回
は
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
で
よ
く
使
わ
れ
る
「
バ

ン
ク
ベ
ッ
ド
」、「
リ
ヤ
ベ
ッ

ド
」、「
ダ
イ
ネ
ッ
ト
ベ
ッ

ド
」、「
プ
ル
ダ
ウ
ン
ベ
ッ

ド
」
な
ど
と
い
う
用
語
を
解

説
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
と
ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
の
コ

ツ
な
ど
を
述
べ
て
い
き
た

い
。 

（
次
号
に
続
く
）

　

他
の
乗
用
車
と
比
べ
た
と

き
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の

い
ち
ば
ん
の
特
徴
は
何
か
と

い
え
ば
、
そ
れ
は
ベ
ッ
ド
を

持
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
も
ち

ろ
ん
乗
用
車
で
も
座
席
を
倒

し
て
水
平
に
す
れ
ば
、
人
が

寝
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
は
生
ま

れ
る
。
し
か
し
、
乗
用
車
の

シ
ー
ト
は
移
動
中
の
快
適
性

を
追
求
し
た
も
の
だ
か
ら
、

ホ
ー
ル
ド
性
を
良
く
す
る
た

め
の
凹
凸
が
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
凹
凸
が
今
度
は
ベ
ッ
ド

と
し
て
使
う
と
き
に
は
邪
魔

に
な
る
の
だ
。

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
ベ

ッ
ド
は
最
初
か
ら
寝
る
た
め

の
専
門
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
設

計
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
凹
凸

の
な
い
フ
ル
フ
ラ
ッ
ト
な
平

面
を
実
現
す
る
。
だ
か
ら
寝

返
り
を
打
つ
の
も
自
由
に
で

き
る
し
、
仰
向
け
、
う
つ
伏

せ
な
ど
、
好
き
な
姿
勢
で
寝

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が

熟
睡
を
生
む
秘
訣
と
な
る
。

短
時
間
の
仮
眠
な
ら
い
ざ
し

ら
ず
、
何
日
も
車
内
に
寝
泊

ま
り
す
る
旅
を
続
け
る
と
な

る
と
、
フ
ル
フ
ラ
ッ
ト
な
ベ

ッ
ド
機
能
を
持
つ
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
で
な
け
れ
ば
疲
労

は
回
復
し
な
く
な
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
ベ
ッ

ド
は
、
い
っ
た
い
ど
の
く
ら

い
の
広
さ
が
必
要
に
な
る
の

だ
ろ
う
か
。
法
律
的
に
は
、

長
さ
が
1
8
0
㎝
、
幅
が
50

㎝
、
高
さ
が
50
㎝
の
寸
法
を

満
た
せ
ば
、
そ
れ
が
大
人
1

人
用
の
ベ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
よ
く

「
就
寝
定
員
」
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
今

い
っ
た
寸
法
を
基
準
に
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
人
数
の
こ
と
を

い
う
。
つ
ま
り
「
就
寝
定
員

4
名
」
と
い
え
ば
、
1
8
0

　

本
田
の
ス
テ
ッ
プ
ワ
ゴ
ン

が
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
。

　

同
ク
ラ
ス
で
最
大
の
室
内

空
間
と
、
初
の
3
列
目
床
下

格
納
シ
ー
ト
に
よ
り
使
い
勝

手
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
た
。

を
打
つ
こ
と
は
難
し
い
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
家
族
分

の
就
寝
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な

人
は
、「
就
寝
定
員
」
と
い

う
言
葉
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
実

際
の
ベ
ッ
ド
寸
法
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。

　

た
い
て
い
の
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
は
多
少
余
裕
を
持
た

せ
て
ベ
ッ
ド
寸
法
を
割
り
出

し
て
い
る
が
、
中
に
は
ぎ
り

ぎ
り
の
寸
法
で
造
っ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。

　

ま
た
逆
に
、
就
寝
定
員
の

規
定
を
満
た
し
て
な
い
が
、

大
人
が
充
分
に
寝
ら
れ
る
ベ

ッ
ド
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
長
さ
が
1
8
0
㎝

を
満
た
し
て
い
な
く
て
も
、

横
幅
が
た
っ
ぷ
り
取
っ
て
あ

る
も
の
だ
。
そ
う
い
う
ベ
ッ

ド
は
、
少
し
斜
め
に
寝
れ
ば

大
の
大
人
で
も
ゆ
っ
た
り
寝

ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の

あ
た
り
は
、
カ
タ
ロ
グ
に
表

記
さ
れ
る
ベ
ッ
ド
寸
法
や
写

真
だ
け
を
見
て
い
て
も
分
か

ら
な
い
。

「就寝定員」とは

3 列目を床下格納
4 代目ステップワゴン

　

4
代
目
と
な
る
新
型
ス
テ

ッ
プ
ワ
ゴ
ン
は
「
み
ん
な
の

楽
」
＝
〝
皆
楽
〞
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
ホ
ン
ダ
独
自
の
低
床

低
重
心
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
ベ
ー

ス
と
し
て
家
族
み
ん
な
が
楽

し
く
、
楽
に
移
動
で
き
る
車

を
目
指
し
た
と
し
て
い
る
。

　

2
㍑
V
T
E
C
エ
ン
ジ
ン

と
ト
ル
ク
コ
ン
バ
ー
タ
ー
付

き
C
V
T
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
走
り
と

14
・
2
㎞
／
㍑
の
す
ぐ
れ
た

燃
費
性
能
を
両
立
さ
せ
た
。

　

4
代
目
の
ス
タ
イ
リ
ン
グ

は
ミ
ニ
バ
ン
の
王
道
と
も
言

え
る
ス
タ
イ
ル
で
、
角
を
落

と
し
た
シ
ャ
ー
プ
な
フ
ロ
ン

ト
は
取
り
回
し
や
す
さ
を
実

現
。
ま
た
新
開
発
の
サ
イ
ド

ビ
ュ
ー
ミ
ラ
ー
で
左
側
面
の

路
面
状
況
を
映
し
出
す
な
ど

家
族
の
誰
で
も
扱
い
や
す
い

モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

5
ナ
ン
バ
ー
2
㍑
ク
ラ
ス

初
と
な
る
、
3
列
目
床
下
格

納
シ
ー
ト
は
、
軽
い
力
で
簡

単
に
格
納
、
引
き
出
し
が
可

能
。
充
分
な
高
さ
を
持
つ
フ

ラ
ッ
ト
で
使
い
や
す
い
ラ
ゲ

ッ
ジ
ス
ペ
ー
ス
を
簡
単
に
作

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

3
列
シ
ー
ト
の
状
態
で
も

シ
ー
ト
格
納
ス
ペ
ー
ス
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
部

に
は
、
写
真
下
に
あ
る
よ
う

に
、
高
さ
の
あ
る
ゴ
ル
フ
バ

ッ
グ
を
4
個
同
時
に
収
納
で

き
8
人
乗
車
の
場
合
で
も
充

分
な
荷
室
を
確
保
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。　

　

タ
イ
プ
G
の
F
F
仕
様
で

2
0
8
万
8
0
0
0
円
。

 

0
1
2
0
・
1
1
2
0
1
0

8
人
乗
車
状
態
で
は
、
荷

室
の
高
さ
で
容
量
を
確
保

す
る

　

ド
イ
ツ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

学
生
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ズ
ザ

ナ
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
コ
ン

セ
プ
ト
・
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
「T

h
e

 C
o
lim

 

C
o
n
c
e
p
t

」。

　

通
常
は
6
輪
で
走
行
し
、

目
的
に
着
い
て
か
ら
は
、
後

部
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
切
り

離
し
、
小
型
自
動
車
と
な
る

前
部
の
み
で
行
動
で
き
る
、

自
走
式
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

お
り
、
2
人
用
で
、
最
大
4

名
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
設

計
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
名
前
の
由
来
は

「c
o
le
rs o
f life

 in

 

m
o
tio
n

」
の
頭
文
字
を

と
っ
た
も
の
で
、「
キ
ャ
ン

プ
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

と
仕
事
の
間
を
つ
な
げ
る
知

的
な
移
動
手
段
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
を
も
と
に
設
計
さ

れ
た
。

　

居
住
ス
ペ
ー
ス
に
は
キ
ッ

チ
ン
や
バ
ス
ル
ー
ム
の
他
、

ユ
ー
ザ
ー
の
使
い
方
に
合
わ

せ
て
自
由
に
間
仕
切
り
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

走
行
部
分
を
組
み
込
む
こ
と

で
、
ボ
デ
ィ
ー
全
体
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
す
る
こ
と
が
で
き

環
境
性
能
も
高
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

と
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ト
レ
ー
ラ

ー
の
長
所
を
組
み
合
わ
せ
た

モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

キ
ャ
ブ
コ
ン
タ
イ
プ
の
よ

う
に
、
運
転
席
上
部
は
フ
ラ

ッ
ト
な
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

こ
ん
な
ク
ル
マ
が
あ
っ
た
ら

 

未
来
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

㎝
×
50
㎝
×
50
㎝
の
ス
ペ
ー

ス
が
4
個
分
用
意
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
、
こ
の
就
寝
定
員
と

い
う
こ
と
ば
〝
鵜
呑
み
〞
に

し
な
い
方
が
い
い
。
そ
こ
で

謳
わ
れ
た
人
数
と
い
う
の
は

「
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
詰
め
込

め
ば
…
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
残
し
て
い
る
。
そ
も
そ

も
幅
50
㎝
と
い
う
の
は
、
大

人
の
肩
幅
を
ぎ
り
ぎ
り
満
た

す
寸
法
だ
か
ら
、
実
際
に
そ

の
ス
ペ
ー
ス
し
か
な
け
れ
ば

姿
勢
を
変
え
た
り
、
寝
返
り

ベ
ッ
ド
①

フラットで何人寝られるかがポイント
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編
集
室
か
ら

　

6
面
の
訃
報
に
あ
る
岡
本

昌
光
氏
と
初
め
て
会
っ
た
の

は
、
社
会
人
1
年
目
の
年
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
を
一
緒
に

回
っ
て
業
界
の
方
に
紹
介
し

て
も
ら
っ
た
。
た
だ
し
「
こ

の
人
は
粗
○
○
だ
か
ら
」
と

い
う
、
こ
こ
で
は
ち
ょ
っ
と

書
け
な
い
下
ネ
タ
を
交
え
て

で
あ
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、

何
の
実
績
も
な
い
駆
け
出
し

の
社
会
人
だ
っ
た
が
、
色
々

な
人
に
名
前
を
覚
え
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
れ
以
来
、
食
事
の
作
法

か
ら
服
装
、
仕
事
の
や
り
方

な
ど
社
会
人
と
し
て
必
要
な

こ
と
か
ら
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
に
つ
い
て
の
知
識
や
考
え

方
ま
で
を
、
先
日
ま
で
教
わ

っ
て
い
た
し
、
こ
れ
か
ら
も

教
わ
る
つ
も
り
だ
っ
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
中

で
、
こ
っ
ち
が
「
昔
こ
ん
な

す
ご
い
人
が
い
た
」
と
い
う

話
を
熱
く
す
る
と
決
ま
っ
て

甲
高
い
声
で
笑
い
な
が
ら

「
人
間
、
死
ん
だ
ら
み
ん
な

神
様
に
な
る
ん
だ
か
ら
ね
」

と
話
し
て
い
た
。

　

訃
報
を
聞
い
た
連
休
の
最

終
日
は
、
そ
ん
な
岡
本
さ
ん

の
甲
高
い
笑
い
声
が
響
い
て

来
そ
う
な
、
と
て
も
気
持
ち

の
良
い
秋
晴
れ
だ
っ
た
。

　

そ
の
日
一
日
、
ず
っ
と
空

を
気
に
し
て
い
た
。
キ
ャ
ン

プ
の
神
様
が
空
に
昇
っ
て
行

く
姿
が
見
え
る
よ
う
な
気
が

し
て
い
た
か
ら
だ
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。 

（
さ
）

　

J
A
C
の
入
会
は
入
会

金
2
0
0
0
円
、
年
会
費

5
0
0
0
円
。

　

講
義
の
内
容
、
会
場
な
ど

の
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
本
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

ま
た
詳
し
い
内
容
、
申
込

み
書
は
J
A
C
ホ
ー
ム
ー
ペ

ー
ジ
か
ら
。
問
い
合
わ
せ

03
・
3
3
5
7
・
2
8
5
1
。

で
あ
る
こ
と
。
参
加
申
込
み

時
に
入
会
も
可
。

　

申
込
み
締
め
切
り
は
12
月

25
日
（
金
）
で
40
人
の
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

参
加
費
は
1
万
円
（
講
習

料
・
保
険
料
含
む
）
と
受
験

審
査
・
費
用
1
0
0
0
円
。

指
導
者
認
定
試
験
後
に
登
録

料
5
0
0
0
円
と
写
真
（
3

×
2
・
5
㎝
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
歴
史

か
ら
、
キ
ャ
ン
プ
の
安
全
に

つ
い
て
な
ど
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
に
つ
い
て
の
幅
広
い
知

識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
と
と

も
に
、
キ
ャ
ン
プ
の
仲
間
と

出
会
う
機
会
と
も
な
っ
て
い

る
。

　

キ
ャ
ン
プ
に
関
わ
る
8
つ

の
講
義
の
後
、
指
導
者
資
格

認
定
試
験
が
行
わ
れ
る
。

　

対
象
は
申
請
時
に
20
歳
以

上
の
人
で
、
J
A
C
の
会
員

（
日
）
東
京
都
渋
谷
区
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
日
本

オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会

（
J
A
C
）
の
主
催
で
開
催

さ
れ
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
の
初
心
者
講
習

会
な
ど
を
通
じ
て
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
の
普
及
活
動
を
す

る
公
認
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
指

導
者
の
講
習
会
が
2
0
1
0

年
1
月
23
日
（
土
）・
24
日

れ
て
い
る
方
に
は
、
改
め
て

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
詳
細
を

送
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
た

キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
き
ま
し

て
は
、
10
月
20
日
ま
で
は
、

ご
返
金
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
振
り
込
み
手
数
料
は
ご
負

担
と
な
り
ま
す
）

　

ま
た
ペ
ッ
ト
連
れ
に
つ
い

て
は
、
特
設
エ
リ
ア
内
の
み

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

キ
ャ
ン
プ
場
内
で
行
わ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
や
、
開
会
式
な
ど

の
会
場
内
に
は
ペ
ッ
ト
入
場

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

　

ま
た
特
設
サ
イ
ト
を
含
め

て
場
内
は
発
電
器
禁
止
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
申
込
み
先

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協

会
03
・
3
3
5
7
・
2
8
5 

1
。

子
町
開
発
公
社
。

◆

　

同
大
会
の
参
加
募
集
は
第

一
次
募
集
が
終
了
し
2
次
募

集
を
行
な
い
ま
す
。

　

募
集
を
行
う
の
は
キ
ャ
ン

プ
場
入
り
口
駐
車
場
に
設
け

ら
れ
る
特
設
サ
イ
ト
で
、
こ

の
エ
リ
ア
の
み
ペ
ッ
ト
O
K

で
電
源
は
な
し
。
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
た
め
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
の
み
と
な
り
ま
す
。　

料
金
は
大
会
参
加
費
大
人

5
5
0
0
円
（
J
A
C
会
員

4
5
0
0
円
）、
サ
イ
ト
料

2
泊
3
日
で
6
3
0
0
円
。

　

会
場
は
、
日
本
オ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
プ
協
会
の
星
マ
ー
ク

で
最
高
の
5
つ
星
に
ラ
ン
ク

さ
れ
る
国
内
で
も
屈
指
の
人

気
の
キ
ャ
ン
プ
場
。

　

場
所
は
常
磐
自
動
車
道
・

那
珂
I
C
か
ら
国
道
1
1
8

号
で
約
1
時
間
。
東
北
自
動

車
道
・
宇
都
宮
I
C
か
ら
国

道
4
6
1
号
で
約
1
時
間
。

◆

　

お
申
し
込
み

　

済
み
の
方
へ

　

す
で
に
参
加
申
込
み
を
さ

通
し
て
各
国
キ
ャ
ン
パ
ー
と

の
交
流
が
体
験
出
来
る
年
に

一
度
の
貴
重
な
機
会
。
開
会

式
で
幕
を
あ
け
、
郷
土
芸
能

な
ど
の
披
露
の
あ
と
パ
ー
テ

ィ
ー
が
行
わ
れ
、
22
日
に
は

大
子
町
周
辺
を
巡
る
ツ
ア
ー

な
ど
も
行
わ
れ
る
。

　

主
催
・
日
本
オ
ー
ト
・
キ

ャ
ン
プ
協
会
。
第
12
回
ア
ジ

ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
会
及
び

第
39
回
全
日
本
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
大
会
実
行
委
員
会
。
共

催
・
茨
城
県
・
大
子
町
・
大

　

ア
ジ
ア
の
キ
ャ
ン
プ
の
祭

典
、
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
大
会
が
、
11
月
21
日
〜
23

日
茨
城
県
大
子
町
の
大
子
広

域
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

で
開
催
さ
れ
る
。

　

同
大
会
は
F
I
C
C
（
国

際
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
＆
キ
ャ
ラ

バ
ニ
ン
グ
連
盟
）
に
加
盟
す

る
台
湾
、
韓
国
、
日
本
で
、

毎
年
持
ち
回
り
で
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
12
回

目
を
迎
え
る
。

　

同
大
会
は
、
キ
ャ
ン
プ
を

 
ア
ジ
ア
大
会
開
期
迫
る

参
加
者
追
加
募
集
も
開
始　

指
導
者
講
習
会
1
月
開
催

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

　
　

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で

ア
ウ
ト
ド
ア
2
0
1
0

　
　
　

出
展
社
募
集
始
ま
る

　

そ
の
年
の
新
製
品
が
一

同
に
並
ぶ
「
ア
ウ
ト
ド
ア

2
0
1
0
」
が
、
来
年
4
月

10
日
・
11
日
、
代
々
木
公
園

野
外
ス
テ
ー
ジ
前
広
場
（
東

京
都
渋
谷
区
神
南
）
で
、
日

本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会

の
主
催
で
開
催
さ
れ
る
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
最
新
グ
ッ
ズ
の
展
示
の

ほ
か
、
出
展
社
ブ
ー
ス
や
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
09
年
は

9
万
2
3
9
0
人
の
ア
ウ
ト

ド
ア
フ
ァ
ン
が
訪
れ
た
。

　

同
協
会
で
は
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
の
出
展
社
・
協
賛
社
を

募
集
し
て
い
る
。

　

会
場
で
の
展
示
の
ほ
か
、

来
場
者
へ
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ

ス
テ
ー
ジ
ス
ポ
ン
サ
ー
、
イ

ベ
ン
ト
へ
の
物
品
提
供
な
ど

様
々
な
形
で
来
場
者
に
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
。

　

詳
し
く
は
日
本
オ
ー
ト

・
キ
ャ
ン
プ
協
会
へ
。
03
・

3
3
5
7
・
2
8
5
1

ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ァ
ン
だ
け
で

な
く
、
都
会
の
真
ん
中
の
会

場
に
は
様
々
な
人
が
会
場
を

訪
れ
て
い
る
。

外で使う敷物と言えば「ゴザ」だった
昭和30年代のキャンプ（40年史より）

申込みはお早めに
JAC40 周年記念誌配布

　

創
立
40
周
年
を
迎
え
た
日

本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会

（
J
A
C
）
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
ま
と
め
た
「
協

会
40
年
の
歩
み
」・
新
し
い

ラ
イ
ス
ス
タ
イ
ル
と
文
化
の

創
造
・
を
無
料
配
布
中
。

　

40
年
に
わ
た
る
J
A
C
の

様
々
な
活
動
を
写
真
や
年
表

な
ど
で
紹
介
し
、
J
A
C
が

果
た
し
て
き
た
役
割
と
事
業

活
動
を
振
り
返
る
。

　

発
足
当
時
の
40
年
前
の
キ

ャ
ン
プ
場
の
様
子
な
ど
貴
重

な
写
真
も
多
数
収
録
。
当
時

の
ち
ょ
っ
と
ワ
イ
ル
ド
な
キ

ャ
ン
プ
の
様
子
は
一
見
の
価

値
あ
り
。

　

A
4
判
1
0
8
ペ
ー
ジ
。

　

同
書
は
J
A
C
会
員
の
希

望
者
に
、
送
料
の
み
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
残
部
少
数
に

付
き
、
ご
希
望
の
方
は
早
め

に
ご
連
絡
を
。

 

03
・
3
3
5
7
・
2
8
5
1
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戦国ブームがここにも

14
㎡
の
ビ
ッ
グ
リ
ビ
ン
グ

新
製
品
ナ
ビ

～絶品ダッチオーブン料理～

「かぼちゃプリン」

塩原真知子（しおはら・まちこ）
移動アウトドアショップ・イーキャンパー広報イベント担当。
店頭でダッチオーブンを使ったお菓子やパンの作りを紹介するほか、キャンプ場
などで行うイベントでは、料理教室なども開催している。

　10月はハロウィーンの季節。
ハロウィーンと言えばカボチャ
です。ダッチオーブンを使って
かぼちゃのプリンを作ってみま
しょう。写真はパウンドケーキ
の型を使って焼いていますが、
耐熱用のプリンカップなどで焼
いても可愛いですよ。
　ダッチオーブンの中に3㎝の
底上げをして網を載せ、網の高
さまで水を入れます。蓋をし
て、上に豆炭を17個、下に12
個置いて予熱する。
　カラメルシロップを型に流し
て冷やしておき、かぼちゃは、
中身を取り出して、小さく切っ
ておきましょう。

　①小さく切ったカボチャの中
身を牛乳100CCで煮て、柔ら
かくなったら、裏漉しをして、
牛乳とあわせておきます。
　②別のボウルに全卵と卵黄、
砂糖を入れて、泡だて器で白っ
ぽくなるまで混ぜ、その中に①
を加えてよく混ぜます。
　③表面にクッキングシートを
貼り付け、静かにはがして、上
に浮いた泡を取り除きます。
　⑤漉しながら、型に流し入
れ、ダッチオーブンの中で、1
時間程焼く。
　⑥ダッチオーブンから取り出
し、粗熱が取れたら冷蔵庫で冷
やして出来上がり。

　

戦
国
時
代
の
家
紋
や
武
器

に
施
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
マ
ル

チ
ツ
ー
ル
に
な
っ
た
。

　

伊
達
政
宗
、
真
田
幸
村
、

石
田
三
成
の
3
人
の
名
将
の

意
匠
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ

ザ
イ
ン
で
、
乱
世
に
生
ま
れ

た
色
や
形
は
、
現
代
に
は
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
も
の

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
5
0
0
個
の
限
定
販

売
。
3
9
9
0
円
。
03
・

3
7
9
6
・
0
9
5
1
。

「
ヴ
ェ
レ
ー
ロ
5
」

　
　
　

小
川
キ
ャ
ン
パ
ル

　

4
×
3
・
5
m
と
、
8
畳
以
上
の
広
さ
の
リ

ビ
ン
グ
を
持
つ
大
型
テ
ン
ト
。
新
た
に
考
案
さ

れ
た
ラ
ダ
ー
フ
レ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
で
こ
の
広
い

リ
ビ
ン
グ
を
実
現
し
た
。

　

両
側
面
を
張
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
も
ち
ろ

ん
出
入
り
も
可
能
。
左
右
対
称
の
形
な
の
で
リ

ビ
ン
グ
を
は
さ
ん
で
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
イ
ン
ナ

ー
を
取
り
付
け
れ
ば
10
人
用
の
テ
ン
ト
に
な
り

1
つ
の
テ
ン
ト
を
2
家
族
で
使
う
な
ど
自
由
な

使
い
方
が
で
き
る
。
6
5
0
×
3
5
0
×
高
さ

2
1
5
㎝
。
重
量
約
20
・
3
㎏
。
14
万
7
0
0 

0
円
。
03
・
3
6
4
1
・
7
1
2
8

　

グ
リ
ッ
プ
部
に
竹
の
集
成
材
を
採
用
し

た
火
ば
さ
み
。

　

竹
集
成
材
は
手
に
馴
染
み
や
す
く
、
自

然
に
負
担
を
か
け
な
い
素
材
。
本
体
は
ス

テ
ン
レ
ス
製
で
先
端
部
の
大
き
な
歯
が
し

っ
か
り
と
薪
や
炭
を
つ
か
む
。
1
9
8
0

円
。
0
2
5
6
・
38
・
1
1
1
0

読　者　プ　レ　ゼ　ン　ト

入
門
テ
ン
ト
に
最
適

「
ピ
ス
タ
5
」小
川
キ
ャ
ン
パ
ル

　

ポ
ー
ル
3
本
で
組
み
立
て
ら
れ
る
ベ
ー

シ
ッ
ク
な
ド
ー
ム
テ
ン
ト
。

　

5
人
用
で
寝
室
の
床
面
は
2
・
7
×

2
・
7
m
の
広
々
サ
イ
ズ
。
大
き
な
張
り

出
し
で
リ
ビ
ン
グ
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

ほ
か
、
ド
ー
ム
シ
ェ
ル
タ
ー
ラ
ナ
と
隙
間

な
く
ピ
タ
リ
と
接
続
で
き
る
。
4
万
9 

8 

7 

5
円
。
03
・
3
6
4
1
・
7
1
2
8

　

テ
ン
ト
に
シ
ェ
ル
タ
ー
を
接
続
す
る

と
入
り
口
が
遠
の
く
が
、
専
用
の
出
入

り
口
を
設
け
、
回
り
込
ま
ず
に
中
に
入

れ
る
親
切
設
計
。
6
面
の
全
方
向
か
ら

も
出
入
り
が
可
能
で
、
様
々
な
テ
ン
ト

と
隙
間
な
く
接
続
し
て
く
れ
る
接
続
用

カ
ー
テ
ン
を
標
準
装
備
。
天
井
部
の
結

露
を
抑
え
る
ラ
イ
ナ
ー
シ
ー
ト
付
き
で

よ
り
快
適
性
を
ア
ッ
プ
。
6
万
1
9
5 

0
円
。
03
・
3
6
4
1
・
7
1
2
8

「戦国ツール」ビクトリノックス・ジャパン　

折
り
た
た
め
ば
棒
状
に
す
っ
き
り
と
収
納
で
き
広
げ
れ
ば
ゆ
っ
た
り
と
く
つ

ろ
げ
る
「
デ
ラ
ッ
ク
ス
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
」
を
小
川
キ
ャ
ン
パ
ル
か
ら
4
名
の
方

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
細
く
て
も
堅
牢
な
フ
レ
ー
ム
と
角
度
の
つ
い
た
背
面
に
よ

り
、
快
適
な
座
り
心
地
と
コ
ン
パ
ク
ト
さ
を
両
立
さ
せ
た
定
評
あ
る
ア
ウ
ト
ド

ア
チ
ェ
ア
。
ご
希
望
の
方
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
（
必
須
）・

J
A
C
会
員
か
一
般
（
一
搬
の
方
は
本
紙
を
ど
こ
で
見
た
か
）
本
紙
の
感
想
等

を
ご
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
〒
1
6
0
・
0
0
0
8
東
京
都

新
宿
区
三
栄
町
12
日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会
10
月
号
P
係
。
締
切
り
は
11

月
15
日
。
発
表
は
発
送
に
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す

デラックス
アームチェア
を5名に

◆材料
（パウンドケーキ型1本分）
ダッチオーブン12インチ使用
かぼちゃ（実だけ） 150g
牛　乳 250CC
全　卵 1個
卵　黄 1個
砂　糖 55g
［カラメル用］
グラニュー糖 40g
湯 15CC

出
入
り
口
が
6
個
も

「
ド
ー
ム
シ
ェ
ル
タ
ー
ラ
ナ
」

小
川
キ
ャ
ン
パ
ル

焚
き
火
に
は
こ
れ

「
火
ば
さ
み
」ス
ノ
ー
ピ
ー
ク


